
「ジェネラリストのためのキャリア開発ラダー」の基本構造を、「看護実践能力」、「マネジメント能力」、「対

人関係能力」、「教育・研究能力」、「看護倫理」の５つのカテゴリで構成した。「ラダーＮ」から「ラダーⅣ」

へと順にステップアップする構造となる。 

（神戸大学医学部附属病院看護部キャリア開発ラダーより） 

 

カテゴリー 構成要素 ラダーＮ（０～

1年） 

ラダーⅠ（新人） ラダーⅡ（一人前） ラダーⅢ （中堅） ラダーⅣ（主任） 

看護実践能力 

看護実践を行うた

めに必要となる行

動・認知にかかわ

る能力 

行動力・決断力 

分析的思考 

概念化思考 

 

援助や指導を

受けながら思

考し、行動す

る。 

 

自ら思考し、適 

切な援助を受け

ながら行動する。

自立的に、思考 

し、行動する。 

 

複雑な状況であっ

ても、的確に分析

し、適切に行動す

る。 

複雑で解決困難な状

況であっても直観や

経験に基づいた判断

を行い、予測的に行動

する。 

マネジメント 

能力 

看護サービスの質

向上と組織目標達

成のために、看護

師に求められる役

割と責任 

組織役割遂行 

能力 

リスクマネジ 

メント 

情報マネジメ 

ント 

コストマネジ 

メント 

 

自らの役割遂

行を理解し、自

ら指導や助言

を求めている。 

 

看護チームメ 

ンバーとして 

の役割を、支援 

を求めながら 

遂行し、自らの 

業務における 

リスク、時間、 

コスト管理を 

行っている。 

看護チームリ 

ーダーとして 

の役割を遂行 

し、所属部署の 

リスク・コス 

ト・時間管理を 

考慮したチー 

ム員の業務配 

分をしている。 

所属部署で看 

護サービス向 

上と部署の目 

標達成のため 

に、リーダー 

シップを発揮 

している。 

 

所属部署および 

看護部組織の目 

標達成のために 

自ら役割を見出 

し、行動してい 

る。 

 

対人関係能力 

組織の中で、看護

師として役割を遂

行するために必要

となる人間関係を

築き、保持する能

力 

職場における人間

関係調整能力 

援助場面での 

コミュニケー 

ション能力 

セルフ・コント 

ロール 

職業としての自

己実現 

 

看護師として

の自己実現を

持ち、職場で良

好な人間関係

を築く行動が 

とれている。 

 

職場や援助場 

面において、適 

切なコミュニ 

ケーションが 

行えている。ま 

た、自らでスト 

レス対処行動 

が行えている。 

 

職場や援助場 

面において、他 

者との関係性 

が揺らいだと 

き、援助を求め 

ながら修正し、 

より確かなも 

のへ成長して 

いる。 

所属部署における

あらゆる対人関係

をより円滑にする 

ために、自ら調整役

となり機能できて

いる。 

 

看護部組織の中 

で、組織の発展に 

寄与できるよう 

な人間関係を築 

くことができて 

いる。 

 

教育・研究能力 

看護の質向上に向

けて看護師の育

成、自己研鑽、 

看護教育 

に取り組む能力 

教育指導 

自己研鑽 

看護教育 

 

所属部署で必

要な知識を得

ようと部署で

の学習会に参

加するなど努

力している。 

 

所属部署で必 

要な知識を主 

体的に学習し 

ている。 

 

日頃の看護実践

の中で、興味のあ

る領域で自らの

課題を見出し、研

究的視点で取り

組むことができ

る。 

既存の研究結果を

実践の場で活かし

つつ、所属部署 

での看護の質向上

に向け、研究的に取

り組んでいる。 

所属部署にて教 

育的指導を行う 

と同時に、自らも 

看護実践の質向 

上のために主体 

的に研究に取り 

組んでいる。 

看護倫理 

看護実践について

看護師として果た

すべき責任の範囲 

 

患者の人権・権利

の擁護・ 

行為について説

明と根拠を示す 

医療者と協働 

人間の尊厳を守

る 

看護実践の中

で、倫理的問題

について指導

を受けること

に気づいてい

る。 

 

看護における 

倫理的原則を 

理解し、役割遂 

行している。 

 

自らの看護実 

践の中で倫理 

的問題を明確 

化できている。 

 

自らの看護実践の

中で倫理的問題を

明確化し、対処行 

動をとっている。 

倫理における広い視

野で看護実践を振り

返り、看護の方向性を

見出している。 

 


